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清酒製造業における
雇用構造の変化と生産効率性
関東甲信越地域における酒造要員賃金実態調査を手がかりにして
木 原 高 治*
平成 +.年 /月 -+日受付平成 +.年 1月 ,0日受理
要約 : 清酒製造業は わが国の伝統産業であると同時にいち早く近代化がなされた産業でもある しかしな
がら 清酒製造業では外部労働市場に依存した製造システムである杜氏制度を温存したため 技能労働者の
不足がその存立を脅かしている 本報告では 酒造要員不足のなかで 雇用構造を変化させ 労働の内部化
内部組織の形成を進めている企業とこれに適応できない小規模企業との間に生産効率性の著しい格差が
みられることを明らかにした
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+ は じ め に
わが国の清酒製造業は 近世初頭においてすでにマニュ
ファクチュア段階に到達していたといわれており 他産業
に先んじいち早く近代的企業としての性格を具備していた
とされる 柚木重三 +3.* ,*,+頁 もっとも その主
たる生産システムは 今日においても 四季醸造を行って
いる一部の大企業を除き 季節雇用された熟練労働に依存
する いわゆる杜氏制度ないし蔵人制度により維持されて
きている かかる制度は いうまでもなく農閑期の余剰労
働力を清酒製造に効率的に結びつけたものであり 農村地
域においては農閑期における安定的な農業所得補制度と
して機能し+ また清酒製造業においては酒造時期に合わ
せた適時雇用を実現させ 製造労務費を極小化する制度と
して機能してきた
しかしながら 高度経済成長期以降 地方都市における
産業化の進展に伴い 蔵人の供給先であった農村での就業
構造が大きく変化し いわば徒弟制度にも似た熟練技能を
前提とした出稼ぎ労働形態である杜氏制度は 若年層に忌
避されるようになり 杜氏を中心とした蔵人の後継者が不
足することとなった その結果 現在 蔵人不足は これ
まで労務費を極小化する適時雇用に馴染み 労働の内部化
を遅らせてきた清酒製造業において深刻な問題となってい
る そして いわゆる 労務倒産 などという表現にもみ
られるように かかる問題への対応が清酒製造業存続の大
きな鍵となっている
清酒製造業については これまで経済史経営史的研究
やマケティング論経営戦略論を援用した企業経営的研
究 あるいは酒造原料米経済を視野に入れた農業経済学的
研究が行われてきており 優れた研究成果が報告されてい
る, 本報告では 生産要素市場である酒造労働市場を対
象とした酒造要員の賃金実態調査を手がかりにして これ
まで十分な検討がなされていない清酒製造業における雇用
構造の変化とそれに伴う生産効率性について分析し 清酒
製造業が直面している問題点を究明することを課題とした
い
, 調査の方法と調査地域の概要
 調査方法
今回の調査は 関東甲信越国税局管内の 0県 埼玉県
茨城県 栃木県 群馬県 長野県 新潟県 の酒造組合の
協力のもと関信越清酒協議会が窓口となり 各県の清酒製
造企業へのアンケトによって行った 調査項目は 製造
数量 ,*アルコル換算 課税移出数量 原料米使用
量 杜氏出身地 製造労務費 給料賃金 食費交通費
職務手当 賞与 福利厚生費 退職金 その他労務費 個
人賃金調査として役職名 年齢 性別 通勤住み込みの
別 在蔵日数 有給休暇日数 現金給与 日額 現物給与
日額 などである アンケト票は各県の酒造組合が回
収し 一括して筆者に送付する方法をとった アンケト
の回答に際しては 記入漏れならびに不明な記載のあるも
のは無効として処理したが 製造を行っていない企業 休
造 も無効回答として処理をした なお 表 +に示してあ
るように応答企業数は地域内企業の /*前後でそのう
ち有効回答率は 3*前後である
 調査地域の概要
調査地域である関東甲信越国税局管内における調査年度
の清酒課税移出数量は  兵庫県 と伏見 京都 の二
大清酒産地を抱える大阪国税局に次ぐものである 大阪国
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税局管内の特色は いわゆる発酵工業型生産システムによ
る四季醸造を行う大企業が多いこともあって +333年度の
清酒課税移出数量に占める一般酒の割合は 2+.,となっ
ている これに対して関東甲信越国税局管内では 清酒課
税移出数量に対する一般酒の占める割合は 0+.+となっ
ており 全国平均の 1..-に比べても極めて低く 逆に高
級酒 吟醸酒 純米吟醸酒 純米酒 本醸造酒 の占める
割合が高い このことは 清酒製造の形態が旧来通りの杜
氏を中心とした蔵人の熟練技能に依存した労働集約型の製
造システムに依存していることを意味している
調査地域の清酒出荷数量は表 ,に示してあるように減少
傾向にあり +事業所当たりの平均出荷数量も減少してき
ている また 表 -からは調査地域における既存企業の規
模縮小傾向が顕著となってきていることがわかる 酒造要
員数も表 .に示したように年減少してきており +企業
当たりの酒造要員数も同様に減少してきている また 酒
表 + 調査地域の事業所数と応答企業数の推移
表 , 調査地域の清酒出荷数量と調査企業の清酒製造規模
表 - 調査企業の清酒製造規模別分布
表 . 酒造要員の男女別要員数と平均年齢
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造要員の平均年齢は全体として上昇傾向にあり 特に女性
酒造要員の高齢化が進んでいる
以上のように 調査地域における清酒製造業は伝統的な
熟練技能に基づいた高級酒づくりに特化しているが 酒造
要員不足等を背景として 全体的に衰退的な傾向にあると
いえる
- 調 査 結 果
 酒造要員の編成形態
清酒製造業では製造工程ごとに役職名が付されており
その概要は図 +に示したとおりである 表 /には酒造要員
の編成を示してあるが Hランクをのぞきほぼ一定の水準
で推移しているとみることができる ただ Hランクにつ
いては 要員数が減少してきており +332BY-には +企業
当たりの要員数で Gランクを逆転し 酒造工 役助手 製
造管理の減少が著しい これは 自動分析器を導入すれば
製造管理を省力化でき 連続式自動製機を導入すれば
の品温管理や手入れは機械が行うので 酒造工や役助手
の行う補助作業が省力化されることによると考えられる
一方 製造規模が大きいために分業化専門化が進められ
ており 屋 醪係 舟頭 釜屋については複数名の酒造
要員を配置している また 表 0に示した製造稼働日数に
注目すると Hランクでは一貫して製造稼働期間は長く
なってきており +332BYには ,.3日となっており ほぼ
通年で製造が行われるようになっている
また 女性要員については もともと清酒製造業では女
性労働は忌避されてきたが 今日では雇用されるように
なってきている特に F G Hのランクでは主要な製造部
分を担当している しかし それ以外のランクでは酒造工
のような補助的要員として利用されているに過ぎない
 酒造要員の年齢構成
表 1に示したように酒造要員の平均年齢は高齢化傾向が
みられ +332BYには /-./歳となっている 森本矢倉
+332 0/頁によれば 杜氏以外の酒造要員の平均年齢が
+32+年度は .3.3.歳 +33*年度の酒造要員の平均年齢は
//.*歳 +33-年度は /0.3歳となっており調査地域の酒造
要員高齢化への対応はみられるものの 十全な成果が上
がっているとはいえない もっとも F G Hのランクで
は平均年齢が /*歳を割っており 何らかの対応がみられ
るが Aランクでは 0*歳に近く 高齢化が顕著に現れて
いる
一方 酒造責任者である杜氏の平均年齢は 酒造要員の
総平均値より +*歳程度高く +332BYには他産業であれば
定年を迎える年齢である 0,.0歳となっている また 杜氏
の平均年齢は製造規模に関係がないのも特色であり その
職務が代替性のない高度な専門職能に基づいていることが
わかる なお 森本矢倉 +332 0/頁によれば +32+年
度における杜氏の平均年齢は /-.,3歳であったので 高齢
化の進行が顕著に現れており 深刻さを増している
高齢化が著しい杜氏を補佐する杜氏補佐と頭の平均年齢
は +332BYに杜氏補佐 /*.2歳 頭 /3.,歳である 杜氏補
佐はA B Cのランクではかなり高齢で 特にA Cのラ
ンクでは杜氏より高齢である 一方 E F Gのランクで
は -*歳代から .*歳代であり 次世代を担う製造責任者の
養成が進んでいる 同様に頭はA B C D E Gのラン
クでは 0*歳前後であり高齢化が著しいが F Hのランク
では .*歳代となっている 以上から 小規模企業では 杜
氏の高齢化とともに その後に続く杜氏補佐や頭の高齢化
も深刻であり 今後の製造の継続が困難になるおそれがあ
る
以下 引き続き表 1に従い規模別に各職種の年齢構成を
図 + 酒造工程の概略と要員配置
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表 / 製造規模別職種別酒造要員分布
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みていくと 基本的に各職種とも製造規模が小さい方が高
齢化が進んでおり 逆に製造規模が大きいほど若齢化が進
んでいる 製造の主要部分を担当する三役 屋 酒母屋
醪係 の平均年齢は Aランクで他のランクに比べて高齢
化の傾向がみられ 舟頭 二番 釜屋においてもA Bラ
ンクでそれぞれ全体的な平均年齢よりも高齢化の傾向がみ
られる代替性の高い役助手酒造工の平均年齢は .*歳代
であり 規模の大きい企業の方が若齢化の傾向が強い そ
の一方で +332BYにおけるAランクの役助手の平均年齢
は 1,.*歳であり ほかに Cランクの精米長は 1+./歳 D
ランクの男子給食員は 1*.*歳 Eランクの精米工は 1+.*
歳となっており 小規模企業における酒造要員確保が非常
に困難な状況にあることが見て取れる森本矢倉 +332
0/頁によれば平均年齢が若いほど業績も収益性も高いと
いう指摘がなされているが 今回の調査においても規模の
大きい企業の方が酒造要員の平均年齢が若いという傾向が
みられた
 賃金 現金給与日額
表 2に示したように酒造要員の現金給与日額の総平均値
は +330BY+332BYの -年間に微増に止まっており 酒
造要員の供給が迫してきている一方で上昇率は頭打ちと
なっている Hランク以外では製造規模の違いによるそれ
ほど大きな現金給与日額の格差はみられず 製造効率がさ
ほどよくない小規模企業にとっては給与負担が重荷になっ
ている
職種別の状況は 杜氏の現金給与日額には規模による格
差がみられ Aランクと Hランクでは現金給与日額で約 +
万円の開きがあり 規模が大きいほど杜氏の現金給与日額
は高くなる傾向がみられる 杜氏の給与評価は 酒造に関
する能力 特に品評会などで上位に入選した経験などが基
準になっているため 製造規模が大きい企業ほど酒造技能
に優れた杜氏を雇用していることになる 調査地域では吟
醸酒などの特定名称酒の製造が全国平均よりも大きい地域
であるので 高度な技術を有する杜氏にはより高額の給与
が支払われている その一方で 製造規模の小さな企業が
杜氏の雇用に際して不利な状況にあることは否定できな
い
職種別の平均値でみると酒造の責任者である杜氏の現金
給与日額が最も高く 酒造要員全体の総平均値より /*
程度高くなっている 次に杜氏補佐がくるが 現金給与日
額平均は杜氏より .,***/,***円程度低く 頭はさらにそ
れより +,***,,***円程度低くなっている 検査や分析
品質管理を行う製造管理は頭よりもやや低くなっている
屋 酒母屋 醪屋の三役は製造管理よりやや低く 総平
均値に近い それ以外の職種は総平均値を下回っている
また 同じ職種でも男女差がかなりある これは 酒造労
働の性質からして 熟練度や体力が基準になるために そ
の差がでているように考えられる
 酒造要員通勤雇用者数
表 3には製造規模別にみた酒造要員通勤雇用者数とその
比率を示したものであるが 全体的な傾向として規模の小
さいランクでは通勤雇用者の比率が低く 規模の大きなラ
ンクでは通勤雇用者の比率が高い 特に FランクとHラ
ンクではこの -年間で大幅に通勤雇用者の比率が高まって
きている また Eランクでは この -年間 2*台の通
勤雇用者比率を維持している Gランクは 1*前後の通
勤雇用者比率を維持している
 規模別製造労務費
酒造要員の現金給与日額は先にみたように規模の差によ
る開きはそれほど大きいものでなかったが 表 +*に示し
たように製造規模別原酒 +KL当たりの製造労務費は規模
の大きな企業ほど小さくなっており 製造規模による製造
労務費負担の階層化が進んでいることがわかる 特に A
Bランクでは毎年高コスト化が進行しているのに対して
+332BYに通年雇用に移行したと考えられる Hランクで
は省力化により毎年コストダウンが図られている +332
BYには原酒 +KL製造するのにAランクはHランクの 1
倍 調査地域の平均値よりも ,.0倍の製造労務費を要して
いるまた表 ++には製造数量を基準にした +企業当たり
の効率性を規模別に示してあるが ここでも小規模企業の
非効率性と製造規模の大きな企業の効率性の差異が明確に
なっている これに対して 表 +,に示したように 製造規
模別に酒造要員 +人当たりの製造労務費をみると 規模に
表 0 製造規模別 +企業当たり酒造要員数製造稼働日数製造量
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表 1 製造規模別職種別酒造要員平均年齢
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表 2 製造規模別職種別酒造要員現金給与日額平均値
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よる格差があまりみられない このことから 小規模企業
では製造労務費が経営財務上の余力を圧迫しており 設備
投資等を迫させていることをうかがうことができる
 調査結果の要約
以上の調査結果を要約すれば 酒造要員の編成形態につ
いては 小規模企業では要員編成に大きな変化はみられず
省力化等への遅れがみられる 逆に規模の大きな企業で
は 機械化などにより熟練度の低い役助手酒造工等の一
般要員を減らし省力化を図っている 年齢構成について
は 小規模企業では高齢化への対応の遅れが目立ち 規模
の大きな企業では機械化により職務が高度な技能を要する
表 3 製造規模別酒造要員通勤雇用者比率
表 +* 製造規模別原酒 +KLあたりの製造労務費
表 ++ 製造規模別 +企業当たりの製造効率
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職能から一般職能化してきており 自社従業員一般パ
ト労働者を活用し若齢化を図っている 賃金 現金給与日
額 については 規模による大きな格差はみられないが
杜氏については最小規模のAランクと最大規模のHラン
クで +万円の開きがあり 小規模企業における杜氏調達の
困難さがみられる 酒造要員通勤雇用者数は 製造規模の
大きなランクでその比率が高まってきており 自社製造化
の傾向がうかがえるまた原酒 +KL当たりの製造労務費
には規模別階層構造がみられ 逆に酒造要員 +人当たりの
製造労務費には格差がみられなかったところから 規模の
大きな企業の優位性がうかがえる
以上から すでに述べたように杜氏制度は 酒造労働力
を外部労働市場から適時雇用に基づき調達する制度であ
り 経営財務的には製造労務費の極小化を図るとともに
経営労務上においても製造現場の管理を杜氏に委譲するこ
とにより企業の管理コストの削減を図ることを可能にする
ものであった しかしながら 現在では 機械化装置化
を積極的に図って通年雇用を実現してきた規模の大きな企
業の優位性がより顕著となっている
. 調査結果の分析と考察
 雇用構造の変化と小規模企業
すでにみてきたように 清酒製造業においては 製造規
模が小さくなるにしたがって要員編成にも余裕がなく 高
齢化も進行してきているが 酒造要員の不足から賃金 現
金給与日額 を押さえられない状況にあるために 製造労
務費は割高になっている すなわち 無理な要員配置と高
齢化のもとでの高コストな製造システムが とりわけ規模
の小さな清酒製造業の経営を圧迫していることがわかる
すでに何度もふれたが 杜氏制度はかつては適時雇用に基
づく合理的な製造システムとして低コスト化を実現してい
た しかし 現在では 産業統制と産業保護のなかで経営
改善が阻まれ 季節雇用に依拠した労働集約型の前近代的
な製造システムからの脱却を図り得なかったことが 小規
模企業を中心とする清酒製造業衰退の一因として機能して
いることを否定できない
清酒製造業はいち早く中小企業庁の近代化促進事業の対
象業種とされ 近代化事業として協業化や合理化などが図
られてきたが 産業全体としてみた場合 今回の調査報告
にも現れているように十分な効果が得られているとはいえ
ない 今日 他の産業のなかには 国際化や情報化などへ
の対応を行い 事業環境に積極的に適応していこうとする
企業が多くみられるが 清酒製造業では製造システムそれ
自体の見直しがもっとも緊急な課題とされているのであ
る そして とりわけ製造規模の小さな企業は 旧態依然
とした製造システムによる高コスト化のために死の状況
にあり 今回の調査でみたような企業の製造規模縮小傾向
のなかで 事業を存続させるための新たな投資を行う余力
がなくなり 廃業していく企業がさらに増加していくこと
が懸念されるのである
もっとも そのようななか 高度な酒造熟練技能に依存
し高級酒に特化し 経営成果を上げている企業もみられ
る. 吟醸酒等の高級酒は 表 +-に示したように 一般酒
が低落傾向にあるなか 順調な推移をみせており 高付加
価値商品として 伝統技術に依拠する小規模企業が進出し
やすいニッチ niche 領域として注目される また 周囲
の観光資源を活用した独自の経営展開を行っている企業も
みられる/ しかし このような市場創造への取り組みを
十分に行えない小規模企業は 生産効率性に差があるた
め 場合によっては撤退戦略に踏みきらねばならないと思
表 +, 製造規模別酒造要員 +人 +日あたりの製造労務費
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われる0
 労働の内部化と製造規模の拡大
杜氏制度に基づく製造システムは 酒造労働市場 外部
労働市場 において労働力供給が過多な場合には 季節出
稼労働を前提とした適時雇用により製造労務費を低く抑え
ることが可能となる しかし 労働力供給が不足する場合
には賃金上昇や労働力調達ができず製造不能に陥る場合が
あり 酒造要員調達にかかる取引費用 transation cost
を増大せしめることになるまたかかる製造システムは
製造部門の外部委託と同じであり かつてアメリカの機械
工業等において普及した内部請負制度 inside contract-
ing system1にも似ており 労務管理コストや酒造要員
養成コストを外部化できるが 杜氏蔵人が他企業に移籍
すれば それまでの自社の技術蓄積 ノウハウ 知識 も
消滅することになる 特に 杜氏制度を温存し そのなか
に後継技能労働者養成を委ね 自社において製造技術に関
する企業内教育ないし訓練システムを欠いていたことは
他産業にみられない特異的構造であるといえる2
このような状況下にあって すでに示したように 調査
地域内における製造規模の大きなランクの企業において
は 通年雇用通勤雇用 自社従業員 による製造システ
ムの構築が進められつつある かかる傾向はいわゆる労働
の内部化ないし内部組織の形成現象であり その意義ない
し効率性についてはすでに COASE +3-1 WILLIAMSON
+31/ 今井伊丹小池 +32, 青木伊丹 +32/ な
どにおいて論じられているところである もっとも これ
らの理論は労働の内部化ないし内部組織の形成を市場との
関連で捉えたものであり 市場取引における取引費用の上
昇や不確実性 uncertainty の発生を組織とそこにおけ
る管理システムを有効に活用することにより吸収しようと
するものである したがって その前提には規模の経済性
を活かした大量生産システムに対応する階層的組織構造を
維持すべき企業内労働市場の形成を求めるものである 角
野信夫 +330 -1頁3 もっとも調査地域内の企業のなか
には階層的組織構造を持つような大企業は存在しないが
それでも G Hランクの企業では 単位あたりの製造労務
費が削減されてきており 労働の内部化による効率化が現
れてきている
ところで 戦後日本産業は 労働費用の相対的上昇が続
くなかで 労働節約的あるいは資本集約的な資源配分が行
われてきたとされる 島田晴雄 +320 0+頁杜氏制度を
温存し続けた清酒製造業では 酒造要員の減少賃金上昇
を受けて 通年通勤雇用 自社従業員 制度の採用の一
方で省力化を目的とした機械化が進められてきており 資
本集約化 資本装備の高度化に向けた資源配分の傾向がみ
られる もっとも 機械設備拡充や自社従業員雇用は固定
費部分を増大させ 従前より損益分岐点が右上方にシフト
するために一層の規模拡大が要求される したがって 一
定規模以上の製造を行う企業でないと資本集約化 資本装
備の高度化を基礎にした労働の内部化ないし内部組織の形
成に伴う効率性を吸収し得ないことがわかる
/ 結 び
以上 関東甲信越地域における酒造要員賃金実態調査に
基づき 清酒製造業における雇用構造の変化と生産効率性
について検討を行った その結果 酒造要員不足という環
境に適応すべく 資本集約化ないし資本装備率の高度化を
目指し機械化と省力化を図りつつ 労働の内部化を実現し
うる企業と そのような環境変化への対応ができない小規
模企業の間の生産効率性の格差が顕著になりつつあること
がわかった しかしながら 現実には 不利な生産効率性
にもかかわらず存続している小規模企業も多くみられる
本報告は雇用構造の変化と生産効率性について実態報告を
中心に据えており 個別企業の具体的経営事例研究やそれ
をふまえたより深く抽象化した理論研究は行っていない
この点については 今後の課題として 今回の検討結果を
基に 企業経営的側面から検討していきたい
付記
本研究は 故 宮本守先生 元東京農業大学助教授 が
先鞭を付けられたものであるが 先生は +331年 2月 0-歳
でご他界された その後 共同研究を行っていた筆者が先
生のご遺志を引き継ぎ -年間分の調査を行い結果をとり
まとめたものが本研究資料である なお 本研究資料は日
本経営分析学会第 +0回秋季大会 西南学院大学において
口頭発表した内容をもとに整理したものである
注
+ 杜氏制度は一つの社会的制度としてこれをみれば 農業所
得だけでは不安定な農民層に 安定的な雇用機会を与える
ものであり きわめて効果的な社会制度として認識するこ
表 +- 一般酒 吟醸酒 純米吟醸酒の出荷動向
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とができる 特に 杜氏蔵人は農家の長男や世帯主が中
核になっているといわれており 近藤康男編 +301 ,*
頁 わが国の農村社会を維持してきた効率的制度としても
評価できる
, 清酒製造業に関する経済史経営史研究としては 柚木重
三 +3.*柚木 学 +332藤原隆男 +333があるマ
ケティング論や経営戦略論に関するものとして加護野忠
男石井淳蔵編 +33+ 森本隆男矢倉伸太郎編 +332
がある 原料米経済や農村経済構造を視野に入れた研究と
しては近藤康男編 +301 がある また 清酒製造業の産業
組織や経営財務分析を試みたものとして桜井宏年 +32,
がある
- BY 酒造年度 とは 1月から翌年の 0月までの +年間を
いう
. 例えば 愛県下にある梅錦山川酒造は 高級酒 吟醸酒
大吟醸酒 に特化し 地域の一酒造メカから全国レベ
ルの企業に躍進した同社では機械化を進めながらも主
要部分は杜氏に依存した酒造りを行っている 梅錦山川
ホムペジ http//www.umenisiki.com/jp参照
/ 例えば 東京都下にある小澤酒造は観光酒造により地域の
一酒造メカから全国レベルの企業に躍進した
0 この点については 不要な損失を拡大させないという消極
的な意味においてであるがHARRIGAN and PORTER +32-
の指摘する衰退産業における即時撤退 divest quickly戦
略を実践すべき時期にきているようにも思われる HARRI-
GAN and PORTER +32- p. 0/ PORTER +32* 訳書 -/.
-/0頁
1 内部請負制度の概要については植藤正志 +33/第 2章内
部請負制度の崩壊と内部組織の形成については角野信夫
+330 第 .章 .節を参照
2 この点に関しては 推論ではあるが 清酒製造業が商業資
本ないし商人資本として形成されてきたため 経営者に企
業経営における 技術 の重要性に関する認識が欠けてい
たのではないかと考えられる なお 経営と技術の関連性
については宗像正幸 +323 を参照
3 もっとも 企業経営上はこのような規模の経済 scale ec-
onomy のみならず範囲の経済 scope economy の視点
からのコスト優位性の認識も重要である この点に関して
は CHANDLER, Jr. +33* pp. ,+,2参照前述の小澤酒造
の観光酒造による成功は 範囲の経済の視点から説明でき
る事例である
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Changing of Employment System and the E$ciency
of Production in the Sake-Brewing Industry :
A Survey of Wages of Sake-Brewing
Workers in the Kanto-Ko-Shinetsu Erea
By
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Summary : The Sake-brewing industry is one of the traditional industries and also one of the early
modernization industries in Japan. However, the industry is in decline because of the Sake-brewing
workers decrease for changing of employment system called Touji system, which is the traditional
manufacturing system of Sake. The Sake-industry has kept this system making use of labor market
for a long time, however, it is no longer e$cient. This report has showed the increase in the di#erence
of e$ciency of production between bigger business and small business in the Sake-brewing industry.
Bigger businesses have high productivity and e$ciency because they are adapting to changes in the
employment system by the formation of internal organization (internalization of labors organization).
But small businesses have not had high productivity or e$ciency because they make use of Touji
system without adapting to the changing of the employment system in the Sake-brewing industry.
Key Words : Sake-brewing industry, Touji system, internalization, internal organization, declining
industry
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